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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本論文は、津村節子文学について、考察し論じたものである。論文の構成は以下のとお
りである。 
 
序論 
第一章 津村節子の生い立ち 
第一節 少女時代 
第二節 女学生時代から学習院短期大学部時代 
第二章 作家としての出発 
 第一節 「ジュニア小説」と虚栄心 
第二説 映画『明日への盛装』の女性表象 
第三節 津村節子が描く放浪の旅―「ネムロ」から「さい果て」まで―  
第四節 『さい果て』の長篇小説構想 
第三章 歴史の中の遊女を描く 
第一節 津村節子「海鳴」論―作品世界の生成と意義― 
 第二節 津村節子「海鳴」改訂の意義 
第三節 津村節子が描く八丈島 
第四章  戦争の記憶 
第一節 津村節子「流星雨」論 
 第二節 津村節子「茜色の戦記」にみる「少女」の終焉 
結論 
付録 著書目録 略年譜 
 
各章の概要を説明する。 
 
第一章「津村節子の生い立ち」では二節にわけ、津村節子の誕生から、作家として文壇
に登場するまでを俯瞰した。津村節子は『津村節子自選作品集第 6 巻』（平成 17 年 6 月、
岩波書店）に「自筆年譜」を掲載しているが、これまで詳細な伝記研究はなされていない。
第一節「少女時代」では、津村節子の「自筆年譜」を補完するとともに、現在福井県立文
学館に保管されている成績表などの基礎資料を検討することで、作家を志す契機や土台と
なった教育や経験を明らかにした。 
第二節「女学生時代から学習院短期大学部時代」では、戦後の津村の動向を追った。津
村節子が昭和 40 年に芥川賞を受賞し、文壇に登場したのは、37 歳のときである。それま
での津村はカメラマンやデザイナーを目指したり、学習院短期大学部へ進学したりと、女
性が自立する道を模索していた。作家吉村昭と結婚後、子育てをしながら生活を支えるた
めに、児童雑誌や同人誌に作品を発表し、作家の道を模索していた。本節では津村節子の
友人の証言や作品から当時の状況を分析した。 
第二章「作家としての出発」は、四節にわけ、初期の津村の代表的作品を考察した。 
第一節「『ジュニア小説』と虚栄心」では、ジュニア小説隆盛時代に描いた津村の作品
が、他の作家たちが表したジュニア小説と異なることを指摘し、「虚栄心」の克服を重要
なテーマとしたことを明らかにした。さらに大人の女性に向けて「虚栄心」を描いた処女
出版作『華燭』と、「虚栄心」を描いたジュニア小説との比較を行うことで、初期の執筆
姿勢を詳らかにした。 
第二節「映画『明日への盛装』の女性表象」では津村節子が『華燭』で描いた「虚栄心」
が、中村登監督、山内久のシナリオで映画化されることで別の意味を持ち、受容されたこ
とを指摘した。 
第三節「津村節子が描く放浪の旅―『ネムロ』から「さい果て」まで―」 では、新潮
同人雑誌賞を受賞し、放浪の旅を題材にした短編「さい果て」を分析し、第四節では芥川
賞受賞作「玩具」を含み、長昭和 47 年 3 月に筑摩書房から発行された連作長編『さい果
て』を取り上げ、作品生成過程について明らかにした。 
第三章「歴史の中の遊女を描く」の第一節「津村節子『海鳴』論―作品世界の生成と意
義―」では、「海鳴」の舞台、佐渡の歴史事象を綿密に調査した。そして作品の舞台背景や、
津村が利用した文献を指摘し、文献と作品との比較を行った。歴史的な事実に加筆修正を
施した創作部分に注目し、より主人公に悲惨な宿命を与えようしたことを解明した。さら
に収録経過の異同を検討し、「海鳴」が昭和 40 年に初めて収録される際に施した改定につ
いて考察し、その創作意図を明らかにした。 
また、第二節では、『海鳴』の改訂の意義について詳細に検討した。 
第三節「津村節子が描く八丈島」では、附火の罪で、八丈島に流された遊女を描いた歴
史小説「黒い潮」を取り上げた。「黒い潮」は江戸後期に存在した二人の遊女がモデルと
なっていることを解明し、主な参考資料約 20 点と未発表の自筆ノートを検証することで、
八丈島や吉原の実態を盛り込んだ「黒い潮」のテーマを論じた。 
第四章「戦争の記憶」では、津村の戦争小説をとりあげた。第一節「津村節子『流星雨』
論」では、会津藩の女性あきを主人公に戊辰戦争をみつめた作品「流星雨」を論じた。「流
星雨」は、発表当初の評価では結末部分について賛否が分かれていたが、作品関係資料の
詳細な検討を行うことで、「流星雨」の終幕部分の執筆意図を分析し、解明した。 
第二節「津村節子『茜色の戦記』にみる『少女』の終焉」では、津村節子の女学生時代
を題材にした『茜色の戦記』を取り上げ、「少女」が戦争によって衝撃的な体験をしたこと
で起きた成長過程の問題を指摘した。さらに作品の創作意図や津村の「少女」という存在
の捉え方を分析した。 
「結論」では第一章から第四章をまとめ、津村節子が形を変えながらも一貫して取り組ん
だ主題を明確にし、今なお継続している作家としての軌跡と文学世界を考察した。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文の第一章「津村節子の生い立ち」は、これまで明らかになっていなかった津村節
子の伝記的研究をまとめ体系づけたものである。津村節子「自筆年譜」を補完するととも
に、現在福井県立文学館に所蔵された津村の成績表などの未公開の基礎資料なども提示し、
新しい視点が見受けられる。津村節子の書誌や伝記的な研究は全く進んでおらず、巻末に、
論者が作成した、「付録 著書目録 略年譜」とあわせて高く評価できる。 
第二章「「作家としての出発」では、先行研究がほとんどなかった津村節子のジュニア
小説をとりあげた。津村節子が若年者に向けて小説を発表した時期は、昭和 26 年から 45
年である。この時期は、戦前からの「少女小説」が消え、「ジュニア小説」が台頭する時
期にあたる。論者は、結婚が「最終目標」として設定され、重要視されてこなかったジュ
ニア小説一般とは、津村のジュニア小説が異なることを指摘した。津村のジュニア小説は
女性の生き方を子供たちに考えさせるものであり、深い内容であることを明らかにした。
またジュニア小説時代から引き継いだ「虚栄心」というモチーフを、大人向けの小説「華
燭」にも使っている点を指摘し、大人向け小説では、ジュニア小説と異なる「虚栄心」が
描かれている点も示した。さらに「華燭」を映画化した「明日への盛装」は原作とは異な
るテーマを内包していることを詳細に分析した。そして、原作、映画それぞれが価値を持
つことを明らかにした。本章では、津村の作家としての出発の問題を解明しており、先行
研究では全く取り上げられていなかったジュニア小説や女性の「虚栄心」の問題を考察し、
津村が生涯取り組んだ女性を描くことの意味を浮き彫りにした点において、十分評価でき
る。 
第三章「歴史の中の遊女を描く」では、実在の遊女たちの数奇で過酷な生涯を、虚構を
交えて描いた歴史小説「海鳴」「黒い潮」をとりあげ詳細に論じた。「海鳴」の舞台、佐渡
の歴史事象はこれまで綿密には分析されていなかった。論者は、津村節子が磯部欣三の『佐
渡金山の底辺』（昭和 36 年、文芸懇話会）を参考にしたことを特定し、その記述と照らし
合わせることで、津村が百年近くの間に佐渡に起こった痛ましい出来事を安永の数年に圧
縮してまで、主人公に悲惨な宿命を与えようとしている点を解明した。大変調査困難な歴
史事実を掘り下げて作品と対照し、極めて実証的な論考を展開している。さらに、論者は
収録経過の異同を検討し、「海鳴」が昭和 40 年に初めて収録される際、遊女が情死する場
面に、死体を覆い尽くすほどの蟻の描写を追加した点を指摘した。そこから、佐渡金山と
死体を結びつけ一層佐渡金山の残酷さを訴えようとしたであろうことを考察した。 
平成 7 年 5 月に河出書房新社より発行された『黒い潮』の「あとがき」で、津村節子は
「『八丈島流人銘々傳』の中にある豊菊と花鳥」という人物に心惹かれたと述べている。論
者は、この津村の言葉に注目し、江戸後期に存在し二人の遊女がモデルとなり、作品が構
築された点を指摘した。さらに『黒い潮』の巻末にある「主な参考資料」約 20 点と未発
表の「黒い潮」を創作した時に使用されたノートを検証し、「黒い潮」の創作モチーフを明
らかにし、主題に迫った。「海鳴」「黒い潮」ともに、緻密な分析による作品のテーマに関
わる重要な考察で、先行研究をこえた画期的論考であり、作品解釈の力について十分評価
できる。 
第四章「戦争の記憶」では、津村の戦争小説「流星雨」と「茜色の戦記」をとりあげた。 
津村節子は『流星雨』（平成 2 年 4 月）の「あとがき」で「書くきっかけは、北方史研究
家の谷澤尚一氏から、内藤ユキ（旧姓日向）という女性の『萬年青』と題する手書きの小
冊子のコピーをいただいたことによる」と述べているが、内藤ユキは薩摩藩士と結婚した
女性であり、結婚の拒否という形で幕を下ろした「流星雨」とは相違している。論者は、
参考資料の「萬年草」などの関係資料の詳細な検討を行うことで、「流星雨」の終幕部分で、
なぜ、主人公に薩摩藩士との結婚を選ばせなかったのか、津村の執筆意図を分析した。「茜
色の戦記」では、戦争による物資の不足のため、生理用品が手にはいらず、新聞紙が代用
される。新聞紙は生理用品の代用として不向きであり、血のついた新聞紙が落ち、茜色の
空のもとに晒されてしまった。それは「夜空からいっせいにシューシューと音をたてて落
ちてくる焼夷弾ほどの恐怖」を少女たちに与えるのである。論者は、戦争が少女たちにど
んな悪影響を及ぼすのか、茜色が何を指すのかを分析した。「流星雨」論、「茜色の戦記」
論ともに、従来とりあげられてこなかった津村節子戦争文学作品群をとりあげ、新たな視
点を提示したことは画期的である。 
以上、岩田陽子氏がまとめた本論は、国内外の認められた学会で 8 回の口頭発表を行い、
国内外の査読雑誌 6 本、非査読雑誌 4 本、ならびに、論者が独自に作成した『津村節子と
吉村昭 果てなき旅～夫婦作家の軌跡～』（福井県ふるさと文学館 2015 年）をまとめた
論考が含まれている。それらの研究成果を含んだ本論は、専門の分野において自立した研
究者としての十分な能力を示すものといえる。また、岩田氏が本論文において新たな知見
を加えたことは高く評価できる  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
